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時
間
は
止
ま
る
事
を
知
ら
ず
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く

…

小
須
戸
暮
ら
し
を
始
め
て
か

ら
丸
５
年
が
過
ぎ
、
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
戸
惑
い
と
不
安

の
連
続
の
新
生
活
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
素
敵
な
出
会
い
に
恵

ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
ご
縁
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
縁
か
ら
、
小
須
戸
の
町

屋
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
薩
摩
屋
の
企
画

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
活
動
を
続
け
る
事
に
よ

り
、
小
須
戸
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
素
敵
な
出

会
い
、
小
須
戸
で
の
ご
縁
に
感
謝

で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

大
切
に
し
て
い
き
た
い
な…

と
思

っ
て
い
ま
す
。

  

「
人
は
宝
」
で
す
ね
。

栄森 和子さん
(小須戸)

「
人
は
宝
」

　

４
月
20
日

（木）
、
矢
代
田
の

「
山
勢
」
を
会
場
に
小
須
戸
文

化
協
会
の
平
成
29
年
度
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

37
の
加
盟
団
体
か
ら
53
名
の

会
員
が
出
席
し
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
決
算
、
平
成
29
年

度
事
業
計
画
・
予
算
、
平
成
29

・
30
年
度
役
員
に
つ
い
て
事
務

局
が
説
明
し
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
の
小
須
戸
文
化

協
会
の
文
化
活
動
は
三
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
文
化

協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
は

文
化
部
22
団
体
、
芸
能
部
15
団

体
で
、
会
員
数
は
約
４
６
０
名

に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

日
々
、
活
動
に
楽
し
く
専
念

し
て
い
ま
す
会
員
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
エ
ー
ル
（
声
援
）
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
趣
味
を
活
か
し
て
の
文
化

活
動
は
個
人
個
人
の
「
心
の
滋

養
」
と
し
て
お
お
い
に
役
立
っ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
個
人
の
活
動
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
会
員
と
の
絆
を
深

め
た
り
、
団
体
を
超
え
て
地
域

の
皆
さ
ん
と
も
文
化
活
動
を
共

有
す
る
な
か
で
文
化
協
会
が
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
行
わ
れ
ま
し
た
大

き
な
事
業
の
市
民
展
と
芸
能
祭

（
文
化
協
会
・
小
須
戸
地
区
公

民
館
共
催
、
小
須
戸
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
後
援
）
で
は
会
員

と
一
般
市
民
の
ご
協
力
を
得
て

盛
況
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
10
月
28
日

（土）
、
29
日

（日）
に
市
民
展
、
11
月

12
日

（日）
に
芸
能
祭
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
伝
統
あ
る
「
手
づ
く

り
」
の
文
化
祭
に
会
員
と
一
般

市
民
の
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
な
い

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

旧
小
須
戸
町
の
古
い
写
真
や

映
像
を
見
な
が
ら
当
時
の
歴
史

文
化
を
振
り
返
り
、
郷
土
を
語

る
会
を
開
催
し
ま
す
。

  

今
回
は
、
小
須
戸
地
区
公
民

館
に
保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
「
町

の
う
ご
き
昭
和
25
年
度
」
の
ス

ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
当
時
を
偲

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
ス
ラ
イ
ド
は
各
地
区
の
集
会

場
で
上
映
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

  

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
興
味

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

期
日　

７
月
５
日

（水）

      

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

小
須
戸
ま
ち
づ
く
り
セ

      

ン
タ
ー
２
階  

研
修
室

内
容　

「
町
の
う
ご
き
昭
和
25

      

年
度
」
ス
ラ
イ
ド
上
映

　

    

写
真
１
５
０
枚

      

・
商
工
祭
、
仮
装
行
列

      

・
中
蒲
原
郡
青
年
大
会

      

・
喧
嘩
燈
籠
・
文
化
祭

      

・
そ
の
他

定
員　

先
着
20
名

参
加
申
込

６
月
30
日

（金）
ま
で
に
小
須
戸
地

区
公
民
館
へ
（
☎
(25)
５
７
１
５)

主
催　

あ
な
ろ
ぐ
会　
　
　
　

共
催　

小
須
戸
地
区
公
民
館

小
須
戸
文
化
協
会
の

さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
て

杉 本 昭 彦
小須戸文化協会 会長

｢

郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
語
る
会｣

の
ご
案
内

小須戸文化協会組織図
(Ｈ29.4.1)

本  部

全  体  会  議

会計監査 広報委員会  長会  計 事務局

駒口サチ子

清水 洋子

文化部･芸能部 本部役員

巌    忠 白井己致子

和泉百合子会田 修 佐藤喜代一

高崎 正道高崎 正道 田沢 久三 川田 国次

副会長
文化部
部会長

文化部
副部会長

文 化 部
(22団体)

芸 能 部
(15団体)

文化部
副部会長

芸能部
副部会長

芸能部
副部会長

芸能部
部会長

髙崎 正道

杉本 昭彦

小須戸まちづくりセンターを活動拠点に小須戸まちづくりセンターを活動拠点に小須戸まちづくりセンターを活動拠点に
地域と共に歩む文化活動を推進

小須戸文化協会

中野 節子中野 節子中野 節子

　平成26年度を以って閉館した

旧小須戸地区公民館の解体工事

が行われます。工事期間は今年

８月から12月末までの予定です。

旧公民館解体工事の
お知らせ夏山の登山・ハイキング夏山の登山・ハイキング

参加者募集参加者募集

開 催 日：７月16日(日）雨天決行

行 き 先：尾瀬沼　大江湿原ほか

定    員：先着45人（中学生以上)(最低催行人員30人）

参 加 費：１人当たり6,000円（交通費、保険料ほか）

         （注意）参加費に食費は含まれておりません。

受付開始：午前３時30分から（両集合場所とも）

出発時刻：小須戸出張所前　　午前３時50分

          秋葉区役所駐車場　午前４時

帰着時刻：午後９時30分ごろ（予定）

申 込 み：６月19日(月）から６月23日(金）まで

          蒲鉄トラベル白根店  電話：025-373-2183

          （営業時間：午前10時から午後７時まで）へ電話で

          お申込みください。ただし、定員になり次第締切り

          ます。

問 合 せ：ハイキングの詳細については、新潟市スポーツ推進

          委員 阿部（090-2638-8958）まで

◎秋葉区 区民ハイキング
～日本有数の景勝地、尾瀬沼・大江湿原を行く～

角田山に登って「キツネノカミソリ」（ヒガンバナ科）という

黄色い花を見に行きませんか！ヒガンバナより早く咲く花です。

開 催 日：８月６日（日）ＡＭ８：30出発

集合場所：小須戸まちづくりセンター前

持 ち 物：昼食、飲み物、敷物、タオル

参 加 費：2,000円（当日徴収）

連 絡 先：里山登山の会　 高山 ☎38－4681

◎角田山登山「夏の花散策」

夏山の登山・ハイキング夏山の登山・ハイキング
参加者募集参加者募集

夏山の登山・ハイキング
参加者募集
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文　

芸　

欄

水
の
面
に
触
る
る
ば
か
り
や
花
万
朶　
　
　

間

野

え

り

大
川
の
流
れ
を
染
め
て
桃
の
花　
　
　
　
　

吉

田

松

子

菜
の
花
や
日
向
日
蔭
も
鮮
や
か
に　
　
　
　

丸

山

紀

子

生
き
て
ゐ
る
だ
け
で
幸
せ
花
の
下　
　
　
　

吉

澤

文

子

集
む
れ
ば
ず
し
り
と
重
し
落
椿　
　
　
　
　

本

多

玲

子

惜
春
や
い
つ
し
か
お
文
暗
ん
ず
る　
　
　
　

中

野

太

浪

春
愁
や
心
に
一
つ
わ
だ
か
ま
り　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

安
ら
ぎ
を
求
め
て
行
く
や
デ
ー
薄
暑　
　
　

上
田
ス
ミ
イ

集
ひ
来
て
畑
仕
事
や
昭
和
の
日　
　
　
　
　

風

間

幸

子

菩
提
寺
を
た
ち
ま
ち
若
葉
つ
つ
み
け
り　
　

佐
久
間
久
子

蛇
穴
を
出
て
方
丈
と
挨
拶
す　
　
　
　
　
　

馬

場

綾

子

紫
陽
花
の
待
ち
に
し
雨
と
な
り
に
け
り　
　

渡

辺

信

子

　
　
　
　洒

落
っ
気
を
見
せ
ぬ
男
に
あ
る
美
学  　
　

能
登
と
し
お

歳
に
合
う
お
洒
落
を
し
よ
う
ボ
ケ
防
止　
　

増

井

都

留

洒
落
っ
気
を
楽
し
む
粋
な
老
夫
婦　
　
　

  

会

田　

修

さ
り
気
な
く
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
粋
な
人　
　

保

科

志

枝

う
ら
表
有
る
の
は
人
間
だ
け
の
こ
と　
　
　

風
間
源
一
郎

愛
犬
と
子
猫
の
お
め
め
い
や
さ
れ
る　
　
　

石

田

沙

弥

仏
前
に
ふ
っ
く
ら
白
く
咲
き
盛
る

　

芍
薬
や
さ
し
亡
姑
の
命
日　
　
　
　

    

高

橋

キ

ヨ

ひ
な
げ
し
の
可
憐
な
花
に
時
忘
れ

　

心
奪
わ
れ
眺
め
し
吾
は　
　
　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

雪
国
は
色
白
な
る
と
世
辞
言
う
て

　

海
ぶ
ど
う
奨
む
石
垣
の
女　

    　
　
　

久
保
み
ね
子

暮
れ
な
ず
む
空
を
背
に
し
て
遅
く
ま
で

　

遊
び
し
友
の
笑
顔
な
つ
か
し　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

ホ
ト
ト
ギ
ス
聞
き
な
し
ど
お
り
に
鳴
い
た
ね
と

　

知
ら
ぬ
ど
う
し
も
話
が
弾
み　
　
　
　
　

こ　

み　

け

〈洒落〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

も

は
な

ば
ん

だ

す
す

ひ
と

く や
す

は
く

し
ょ

つ
ど

へ
びあ　

じ　

さ　

い

ほ
う
じ
ょ
う

し
ゃ
く
や
く

は　

は

そ

せ
き
し
ゅ
ん

ふ
み
そ
ら

し
ゅ
ん
し
ゅ
う

ひ 

な
た

ひ 

か
げ

あ
ざ























































文　

芸　

欄

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
23
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。



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大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
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も
っ
て
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自
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自
覚
と
責
任
を
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大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て

～
新
成
人
の
抱
負
～

　

５
月
３
日
、
秋
葉
区
総
合
体
育
館
で
平
成
29
年
度
の
秋
葉
区
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
秋
葉
区
内
対
象
者
は
７
５
２
人
（
昨
年
度
は
６
５
５
人
）
で
、
そ

の
う
ち
小
須
戸
地
区
は
１
１
１
人
（
93
人
）
で
し
た
。
式
典
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
小
須
戸
中
学
校
出
身
の
山
口
真
央
生
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、
新
し
い
未
来
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
力

強
く
「
新
成
人
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
お
二
人
の
方
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
私
た
ち
は
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
達
を

見
守
り
、
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
、
家
族
や
先
生
方
、

地
域
の
皆
様
に
感
謝
の
想
い
が
湧
い
て
き
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
専
門
的
に
学

ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
実
習
で
行
い
ま

す
が
、
実
際
に
動
作
さ
せ
て
み
る
と
、
し
ば
し
ば
エ

ラ
ー
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
私
は
ま
ず
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
不
調
を
疑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
も
う
一
度
注
意
深
く
考
え
る
と
、
結
局
は
自
分

の
勘
違
い
や
打
ち
間
違
い
が
原
因
だ
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
社
会
に
出
た
際
も
、
こ
れ
と
同
じ
事
が

起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
問
題
事
が
起
こ
っ
た
際

に
は
、
他
人
を
疑
う
前
に
、
ま
ず
は
、
自
分
が
改
善

で
き
る
こ
と
は
無
い
の
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
で
学
ん
だ
多
く
の
事
を
活
か
し
、
社
会
で
活

躍
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
こ
の
小
須
戸
へ
の
最
大
の
恩
返
し
だ
と
思
い

ま
す
。
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
二
十
歳
を
迎
え
、「
大
人
」
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
る
こ
と
で
、
未
成
年
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
自
由
を
手
に
す
る
反
面
、
自
分
の
強
い
意
志
を
持

た
な
い
と
進
む
べ
き
道
を
見
失
っ
て
し
ま
う
な
ど
自

己
責
任
も
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

自
覚
や
責
任
を
持
っ
た
行
動
は
二
十
歳
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
実
行
で
き
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
こ
の
年
を
境
に
、
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て

何
事
に
も
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
育
て

て
く
れ
た
両
親
、

共
に
支
え
あ
っ
た

友
達
、
そ
し
て
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の

監
督
や
コ
ー
チ
へ

の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
少
し

で
も
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

新
成
人
と
し
て

　
　
　
　

の
抱
負

山
口
真
央
生
さ
ん

（
小
須
戸
）

二
十
歳
の
抱
負

田
代
優
貴
さ
ん

（
舟
戸
一
）

ま
さ

お

み

□募集作品
　一般の部：随筆、小説（戯曲、童話を含
            む）、詩、漢詩、短歌、俳句、
            川柳の７部門
　〈新設〉　
　青春の部：随筆、小説（戯曲、童話を含
            む）、詩、漢詩、短歌、俳句、
　　　　　　川柳の７部門
　※一人につき各部門１作品
　　 （２部門まで応募可）
  ※青春の部の応募対象は中学生・高校
    生のみ
□対　　象
　秋葉区に在住、通勤、通学の人、秋葉
  区出身の人又は秋葉区内で活動してい
  る団体に所属している人
□参 加 費
　一人につき投稿料1,500円
   （中学生・高校生は無料）
  応募された人全員に作品を収録した 「文
  芸あきは第11号」を進呈します。
  （中学生・高校生への本の進呈はありま
  せん。各学校に１冊進呈します）
□応募方法
　作品に応募票と投稿料を添えて、郵送
  の場合は振込取扱票をご利用ください。
  （振込手数料は投稿者負担）
□応募〆切　平成29年７月31日（月）必着
□応 募 先
　新津地区公民館　新津文芸協会事務局
　　　　　　（電話２２－９６６６）
□主　　催
　新津文芸協会　新津地区公民館
  ※応募票は小須戸地区公民館、新津地
    区公民館、新津地区市民会館、秋葉
    区役所等にあります。
　  詳細は、新津地区公民館までお問い
    合せください。

品品品

「文芸あきは」「文芸あきは」第11号「文芸あきは」第11号

作品募集作品募集作品募集

小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】

・誰からも感じがいい素敵
 と言われる大人のシンプ
 ルベーシック（鈴木尚子）
・空への助走
 福蜂工業高校運動部
           （壁井ユカコ）
・毎日使える定番のこども
 ニットマフラー
     （誠文堂新光社／編）
・マグカップケーキ
             （本間節子）
・小さな家のつくり方
             （大塚泰子）
・つめ        （山本甲士）
・遠い唇        （北村薫）
・鋼のメンタル（百田尚樹）
・また、桜の国で 
           （須賀しのぶ）
・あなたのいない記憶
             （辻堂ゆめ）
・かがやき荘アラサー探偵
 局          （東川篤哉）
・賢く食べて結果を出す！
 スポめし（細野恵美／監）

　今年も５月２日（火）に小須戸小学校３、４年生約80名の児童を対象に自

転車安全教室が行われました。コミ協防犯部会がお手伝いをして秋葉区の

交通指導員と秋葉警察署小須戸交番から自転車の安全な乗り方を指導して

もらいました。

　桜が丘公園周辺の道路を使い、子どもたちが交通標識に従って一時停止

や左右の確認、一列に並んで走行することなど注意を受けて実技走行をし

ました。

　これからの季節は天気が良く、子供たちは自転車で遊びに出かけること

が多くなると思います。自転車も自動車と同じで車輌です。歩行者や自動

車に注意して交通ルールを守って、安全に楽しく自転車に乗って下さい。

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

自転車も交通ルールを守ってね
～小学生自転車安全教室～

交
通
指
導
員
が
安
全
な

自
転
車
の
乗
り
方
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た

交
通
指
導
員
に
よ
る
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
や
道
路
標
識
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

　さわやかな気候の５月23日（火）、ふれあい会館前花壇に、矢代田小学校

４年生39名とボランティア22名（環境部）で花植え活動を行いました。

　今回植えた花は、百日草、千日紅、マリ－ゴ－ルド、貝細工で花期が長く

10月まで咲き続ける花を選びました。10月の敬老会のテ－ブル花として、

４年生が飾り、お年寄りに喜んでいただける事を思い浮かべながらの活動

でした。

ふれあい会館花植え事業について


